
上尾市公文書管理条例の概要

第１章 総則（目的、定義等）
第２章 行政文書の管理

（作成、整理、保存、廃棄等）
第３章 特定歴史公文書の保存等
第４章 雑則

（研修、出資等法人の文書管理等）

構成 第１章 総則

公文書＝市民共有の知的財産として市民が主体的に利用し得るもの
適正な公文書管理 ⇒ ①市政を適正かつ効率的に運営する

②現在と将来の市民に対する説明責任を全うする

第２章 行政文書の管理

目
的

【実施機関】市長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、固定資産
評価審査委員会、水道事業の管理者の権限を行う市長及び消防長並びに議会

【行政文書】職員が職務上作成し、又は取得した文書（図画及び電磁的記録を含む。）であって、
当該職員が組織的に用いるものとして、実施機関が保有しているもの

定
義

職員は、経緯も含めた意思決定に至る過
程並びに事務及び事業の実績を合理的に
跡付け又は検証することができるよう、
処理に係る事案が軽微なものを除き、文
書を作成しなければならない。

作成
・保存期間の設定
・密接に関連のある文書を行政文書ファ
イルにまとめて管理

・保存期間満了時の措置(移管又は廃棄)
を設定

整理

・適切な保存
・保存期間の延長可能
・文書の集中管理の推進
・行政文書ファイル管理簿によ
る保存文書の適切な管理

保存

・審議会の意見を聴いた上で文書を
移管・廃棄

・公開制限が必要な場合における移
管文書への意見付与

移管・廃棄

第３章 特定歴史公文書の保存等

・原則として永久保存
・特定歴史公文書の目録の
作成・公表

保
存

・重要性を失ったと認められ
るときのみ廃棄

・審議会の意見を聴いた上で
文書を廃棄

廃
棄

第４章 雑則

適正な公文書管理の
ための研修の実施

出資等法人及び指定管理者
に対し、文書の適正な管理
に関し必要な措置を講ずる
よう努力義務を規定

附則

施行期日：令和６年４月１日
（第３章の規定は、令和６年１０月１日）

上尾市情報公開条例など関連条例の一部改正

※上尾市情報公開条例
に基づいて実施

※審議会：
上尾市情報公開・個人情報保護・公文書管理運営審議会

現存文書等についての必要な経過措置

作
成
・
取
得

保
存
期
間
の

設
定※処理に係る事案が軽微なもの

⇒文書の作成不要

フ
ァ
イ
リ
ン
グ

市政を検証するために後世に
残すべき重要な文書か？

Yes

No

移管
予定

廃棄
予定

移管 or 廃棄

保 存

保 存

移 管

廃 棄

必
要
に
応
じ

保
存
期
間
の

延
長

ファイル管理簿の公表
廃棄

市長に移管

保 存 期 間

審議会の意見を事前徴取

公開

・非公開情報の範囲を行政文書と
区別して規定

・公開の決定に当たっては「時の
経過」を考慮

資料３
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